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令和８年南アルプス市議会第１回定例会 

市長説明要旨（抜粋） 

 

 本定例会における議案説明に先立ち、公約に掲げる「三本の柱」に沿った取

り組みと、本年度実施中の主な事業についてご報告申し上げます。 

 まず、１つ目の柱『未来をつくる産業振興』についてであります。 

南アルプスインターチェンジ周辺整備事業につきましては、フモット南アル

プスとの相乗効果を最大限に発揮し、本市の新たな玄関口として、地域全体の

発展を牽引する拠点づくりを進めております。 

中央エリアでは、まちづくりのパートナーとなる優良企業の参入を目指し、

昨年１１月４日から公募を開始したところ、公募前から高い関心が寄せられ、

既に複数の事業者から参加表明をいただいております。今後は、事業提案の受

付を経て参入企業を選定し、本市の玄関口として、ここにしかない価値の創出

を目指してまいります。 

東部・西部エリアについては、昨年９月に地域未来投資促進法に基づく重点

促進区域に指定され、現在、地権者準備会の設立や事業化に向けたアクション

プランの策定を進めております。本エリアは広大な敷地を有し、本市の将来を

左右する重要な場所であることから、中長期的な視点に立ち、計画的な開発の

道筋を示してまいります。 

また、地域活性化の起爆剤として進めてきた「道の駅構想」については、コ

ストコ南アルプス倉庫店の出店により生まれた新たな人の流れを確実に捉える

ため、フモット南アルプスに「観光・交通機能」を加え、既存の「地域交流拠

点」を最大限に活かした構想として推進しております。本年度内に構想を策定

し、来年度の登録および施設整備着手を目指してまいります。 

企業誘致については、下今諏訪工業団地において株式会社トリケミカル研究

所および株式会社日建が操業を開始し、武蔵エナジーソリューションズ株式会

社は本年９月の操業開始に向け工場建設を進めております。また、御勅使南工

業団地では、株式会社コーセーが本年２月末の竣工、上期操業開始を予定して

おります。 

観光の推進では、果樹観光と山岳観光を軸に「南アルプス市観光戦略」の策

定を進めるとともに、観光協会事務局を産業観光部内へ移転し、市と観光協会

が一体となった推進体制の強化を図ってまいります。さらに、清水港に寄港す

る外国クルーズ船を起点としたインバウンド誘客の取組により、本市を巡る観

光ツアーの商品化が決定しており、テストツアーの実施や観光ガイド育成な

ど、受入体制の整備を進めてまいります。 

 続いて、２つ目の柱『希望をかなえる子育て応援』についてであります。 
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本市は、こども・子育て応援を市政の重要課題と位置づけ、令和５年度に

「こども・子育て応援都市」を宣言し、こどもが健やかに育ち、安心して子育

てできるまちづくりを進めてまいりました。本年度は「南アルプス市こども計

画」を策定し、「こども応援部」を設置することで、こどもまんなか社会の実

現に向けた総合的かつ継続的な推進体制を整えたところであります。新年度か

らは「こどもの権利条例」の検討を進め、こどもを権利の主体として尊重する

まちづくりを一層推進してまいります。 

小中学校卒業新生活応援事業については、新年度から、小学校卒業児童１人

当たり３万円、中学校卒業生徒１人当たり５万円の支援金を給付し、進学等に

伴う家計負担の軽減と、こどもたちの円滑な新生活のスタートを支援してまい

ります。 

こども家庭センターの取組では、新たに「児童育成支援拠点事業」を開始

し、家庭や学校に居場所のない児童に対し、安心して過ごせる環境を提供する

とともに、生活・学習・進路相談や食事支援を通じて、虐待防止と健全な成長

を支えてまいります。あわせて、「かがやきセンター」内にプライバシーに配

慮した相談室を整備し、増加・多様化する相談に丁寧に対応してまいります。 

放課後児童クラブにつきましては、無線通信環境を整備し、ICT化を進める

ことで、学習環境の充実と保護者・支援員の負担軽減を図ります。また、若草

南放課後児童クラブは令和９年４月開設に向け建築工事に着手し、定員１２０

名まで拡充してまいります。 

大明保育所の民営化につきましては、本年４月１日の開所に向け準備を進め

ており、保育環境の維持と充実に寄与するものと期待しております。 

さらに、教育環境の向上と災害時の避難所機能強化を図るため、市内全小中

学校屋内運動場への空調整備を進めます。DBO方式により効率的な整備を行

い、令和９年度までの完了を目指してまいります。 

 最後に、３つ目の柱『魅力あふれる地域整備』についてであります。 

本市の人口は令和３年を底に５年連続で増加し、年間５００人を超える転入

超過が続くなど、県内外から「選ばれるまち」として評価されております。こ

の流れを確かなものとするため、競争力と持続力を備えた「豊かなまちづく

り」を一層推進してまいります。 

リニア中央新幹線開業を見据えたまちづくりでは、新年度から「南アルプス

市リニアビジョン」を策定し、将来の土地利用を可視化することで、持続可能

な発展につなげてまいります。 

新鏡中条橋につきましては、関係自治体および県と連携し、事業化に向けた

調査研究を進め、新年度には具体的なルート案検討に着手してまいります。 

都市計画マスタープランは、「第三次南アルプス市総合計画」との整合を図
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りながら改定を進め、今後２０年を見据えた都市政策を推進してまいります。 

移住・定住施策については、ふるさとワーキングホリデー事業により関係人

口の創出を図り、将来的な定住につなげてまいります。 

ふるさと納税については、寄付額が既に４３億円を突破し過去最高を更新し

ており、本市の魅力発信と交流人口・関係人口の拡大につなげてまいります。 

空き家対策については、本年度、建設部に空き家対策業務を一元化し、空き

家バンクの推進に取り組んだ結果、登録件数は過去最高を更新しました。新年

度からは相続問題解消の支援を制度化し、対応を強化してまいります。 

 続いて、現在進めている主な事業についてご報告申し上げます。 

「第５次南アルプス市行政改革大綱」は、本年３月の策定を目指し、持続可

能な行政運営に向けた改革を推進してまいります。 

「第２次南アルプス市公共施設再配置アクションプラン」では、機能集約や

複合化、民間活用、統廃合等を進め、公共施設マネジメントの強化を図ってま

いります。 

市役所開庁時間の見直しについては、自治体 DXや働き方改革と一体的に進

め、令和９年度からの本格運用を見据えて１０月から試行実施を行い、検証を

重ねてまいります。 

AIオンデマンド交通は、本年１１月から百々地区と上八田地区を中心に実証

運行を開始し、持続可能な地域公共交通の構築を目指してまいります。 

次に介護事業についてであります。自治体における高齢者の自立支援や重度

化防止、介護予防の取り組みが厚生労働省から高く評価され、本市は全国で１

２位、県内では１位という結果となりました。今後も、これらの取り組みを一

層推進してまいります。 

市立美術館では、令和８年度に開館３５周年を迎えるとともに、名取春仙生

誕１４０周年を迎えることから、令和８年度にサルバドール・ダリの版画展、

令和９年度に名取春仙展を開催してまいります。 

消防本部における共同指令センター運用は本年４月から開始されます。災害

情報の一元化により消防力の一層の強化を図ってまいります。 

 続きまして、本定例会に提出いたしました案件についてご説明申し上げま

す。 

市議会第１回定例会に提出いたしました案件は、補正予算の専決処分につき

承認を求める案１件、条例案１５件、予算案２３件、過疎地域持続的発展計画

策定案１件、財産の取得案１件、損害賠償及び和解に関する案１件、市道路線

に関する案２件、同意案１件、合わせて４５件であります。 

 詳細については、総務部長、総合政策部長から説明いたします。 


